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機械器具 49  医療用穿刺器、穿削器及び穿孔器 

 * 一般医療機器    歯科用ファイル    「JMDN」31878021 

ジッペラー 手用ファイル 

 

  【形状・構造及び原理等】 

   サイズ別に多種類があり、容易にサイズが判別できるよ 

う柄部に着色を施し、サイズ番号を印記しています。 

                        

 ［原材料］刃部……ステンレス鋼 

          又はニッケルチタン合金 

      柄部……硬質プラスチック 

 

 ［原 理］上下方向の往復運動又は引き上げ動作による切 

削・研磨で根管を拡大し、根管壁を平滑にする 

ことが出来ます。 

 

  【使用目的又は効果】 

   上下方向の往復運動又は引き上げ動作による切削・研磨 

で根管を拡大し、根管壁を平滑にするために用いる歯科 

手用器具をいう。 

 

  【使用方法等】 

  根管に刃部を挿入し、上下運動、特に引き抜くときに、

根管内の象牙質を削り取るようにして根管拡大を行いま

す。 

 

 【使用上の注意】 

  ①途中のサイズを省略しないよう、細いサイズから太い 

サイズへ順次移行して使用すること。 

   ②本品は未滅菌品であるため、使用に際しては必ず洗浄

し、【保守・点検に係る事項】に記載する滅菌条件又 

は医療機関により確認され、検証された滅菌条件にい

て滅菌を行うこと。 

   ③高圧蒸気滅菌器にて滅菌する場合は、消毒液を洗い流 

し、十分乾燥させてから実施すること。乾燥が完全で 

ない場合は、ハンドル部が破折することがある。 

  ④消毒液にはクロロホルムを使用しないこと。 

  ⑤誤飲防止のため安全装置を使用すること。 

  ⑥患者毎に必ず滅菌を施すこと。 

 

  【保管方法及び有効期間等】 

 ［保管方法］ 

  歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理す 

ること。 

 

  【保守・点検に係る事項】 

  ［滅菌条件］本品使用後は、水洗の後、超音波洗浄器、清 

掃液、消毒剤などにより付着物を完全に除去 

した後、充分に乾燥させ、下記に記載する条 

件又は医療機関により確認され、検証された 

滅菌条件において滅菌を行うこと。 

 

       滅菌方法：高圧蒸気滅菌 

       滅菌条件：温度 132℃、時間 10 分以上 

 

 ［使用者による保守点検事項］ 

       使用前・使用後は破損、ひび、傷、腐食、刃 

部の変形等がないか確認すること。 

       異常が認められた場合は使用しないこと。 
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